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1－1 地形・地質
) 地形

三重県は、日本列島のほぼ中央、太平洋側に位

置し、総面積5,776.688（平成17（2005）年10月

現在）、東西約80㎞、南北約170㎞の南北に細長

い県土を持っています。

県土は、中央を流れる櫛田川に沿った中央構造

線によって、大きく北側の内帯（西南日本内帯）

地域と南側の外帯（西南日本外帯）地域に分けら

れます。

内帯地域は東に伊勢湾を望み、北西には養老、

鈴鹿、笠置、布引等の700～1,200ｍ級の山地・山

脈が連なっています。

一方、外帯地域の東部はリアス式海岸の志摩半

島から熊野灘に沿って南下、紀伊半島東部を形成

し、西部には県内最高峰1,695mの日出ケ岳を中

心に紀伊山地が形成されています。

* 地質

地質についても中央構造線の北側と南側では岩

質や分布状態が全く異なっています。

北側は、中生代末に秩父古生層中に貫入した花

崗岩類が広く分布し、これに関連した花崗片麻岩

類も多く見られ、花崗岩、片麻岩等が第三紀層、

第四紀層とともに分布しています。

一方、南側は、結晶片岩などの変成岩や緑色岩

が分布し、北から御荷鉾層、秩父古生層、中生層、

第三紀層が順序よく配列しているという特徴を有

しています。

1－2 気候
気候は、概ね温和な太平洋側の気候型を示して

いますが、地形条件の複雑さを反映して地域的に

はかなり変化しており、大きくは次の５地区に区

分することができます。

● 鈴鹿山脈北部地区

比較的降雪が多く、寒冷な気候。年降水量は

2,000㎜を超える。

● 伊勢平野地区

年平均気温は15～16℃、年降水量は1,800㎜内

外と温暖な気候。
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● 伊賀盆地地区

朝夕の温度格差が大きい内陸性の気候。年降水

量は1,400㎜内外。

● 熊野灘沿岸地区

日本有数の多雨地区として知られ、尾鷲地方で

は年降水量は4,000㎜内外。四季を通じて温暖な

気候。

● 志摩地区

結霜季節が短く、積雪することのない温暖な気

候。年降水量は2,000㎜内外。

1－3 植物
植生は、主に亜熱帯から温帯にかけて発達する

常緑広葉樹林と温帯を占める落葉広葉樹林が大部

分を占めていますが、台高山脈の一部には温帯の

北部から亜寒帯にかけて分布する針葉樹も見られ

ます。県内の森林帯を概観すると次のとおりです。

・熊野灘沿岸地域には、亜熱帯性植物の混じった

スタジイ林や急崖地にはウバメガシ林が発達し

ています。

・その内側平野にはタブノキ林が見られます。

・内湾沿岸から平野、丘陵を経て、海抜およそ

300ｍまではツブラジイ、タブノキを中心とす

る森林です。

・これに接して、800ｍ位まではカシ類が多く、

1,600ｍ付近まではブナ、ミズナラ等落葉広葉

樹林が分布しています。

・それ以上の山地はトウヒ、コメツガを主とした

針葉樹林となっています。

また、沿岸地域の植物として、砂浜海岸ではハ

マヒルガオ、ハマニガナ、コウボウムギ、ハマエ

ンドウなどがみられ、志摩から熊野灘沿岸にかけ

てハマオモトが生育しており、これまでに、県内

では約1,500種の生育が確認されています。

1－4 動物
) 哺乳類

ネズミ類、キツネ、タヌキ、イタチ、イノシシ、

ニホンジカなどが広く分布し、55種の生息が確認

されています。台高山脈のブナ、ミズナラの原生

林にはツキノワグマが生息し、鈴鹿、台高の両山

脈には国の特別天然記念物のニホンカモシカが多

く見られます。
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